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高 橋 司
1.は じ め に
幼稚園における社会事象認識の指導に関 しては,学校教育法第78条の保育の目標5項 目の3
番目として






そ して,保 育内容の領域 「社会」の3つ のねらいの1つ に
3身 近な社会事象に興味や関心をもつ。
ことがあげられている。その具体的な内容 としては,(1)幼稚園や家庭でみんなが助けあって
いることを知 り,親 しみをもつ。② 幼稚園,家庭,近 隣なξには自分たちのために働いてい
る人がいることを知 り,親しみをもつ。(3)自分たちの生活 と特に関係の深いいろいろな公共
施設や交通機関などに興味や関心をもつ。(4)いろいろな人が,い ろいろな場所で働いて,人
々のために物をつ くっていることに気づ く。⑤ 身近な世の中のできごとに興味や関心をもつ。
(6)幼稚園の行事に喜んで参加する。(7)幼稚園内外の行事において国旗に親 しむ。の7点 が
あげられている。
そ して,これらの事項の指導にあたっては,「幼児に直接,間 接に関係の深い人々に親 しみ




、に次第に生活空間も拡大 され,社 会事象に強い興味や関心を示すようになって くるわけである
が,保育者は幼児のこのような傾向を正 しく導 き,それらの場で接する人々に親 しみや感謝,
尊敬 の念を抱 くようにすると同時に,社会生活への理解を促 し,その芽生えを培 うように指導
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することが大切なのである。家庭生活を離れての園生活では,まず担任の先生に慣れ親 しみ,
やがて園長や他の教職員にも関心が向けられるようにする。折々の園外保育や見学では近隣の
自然環境や社会環境,そ こに働 く人々の姿を垣間見 ることによって幼児の経験をより豊かなも
のに して行 くのである。またその往復における乗 り物や交通ルールについて もその都度学習 し
て行 くのである。
園で実施される行事も社会事象に眼を向けさせ る絶好の機会である。幼児にとって身近なで




りのできごとか ら始まり,幼児の日常生活に深い関わ りのある公共施設や交通機関,更 には生
産消費の過程へ と視野を広め,将来社会全般にまで心が向けられるよう発展することへの基礎
づ くりをしなければならないのである。 ミエル(Miel,A.)は,「幼児自らや仲間を尊重 し,信
用 し,好きになる積極的な態度をもち,自 分達の身の回 りにあるできごとに関心を抱 くような
感性を育成すると同時に,幼児に残酷さや不正さを憎むということを教えなければならない」2)
と述べているが,社会事象認識の指導にあたってはまさにこのことがいえよう。
ところで,保育者は幼児に何か新 しい経験や活動をさせようと試みる時,幼 児の中から 「知
ってる一」という声をしばしば耳にす ることがある。テレビを始めとする視聴覚文化の高度な
発達によ り幼児は直接的な体験を経ずに既に様々な知識や情報を身に付けていることが多いの



















が7項 目あげられているが,こ れに従 って29の設問を設けた。3)
回答は1問 に付いて2つ以上の回答を してもよいことにしたので,設問により100%を超え
ているところもある。
設問内容 と関連項目は次に示す通 りである。なお,幼 児とラポールを形成させるため,発 問
に先だ って名前とクラス ・担任名とを言わせ,緊 張を解 した。
領 域 「社 会 」(3)の項 目 iNo. 設 問 内 容
(1)幼稚園や家庭ではみんなが助けあって 1 おかあさんはあなた(○ ○ くん,△ △さん以下そう




(2)幼稚園,家 庭,近 隣などには自分たち 5 園長先生はどんなことをしていらっしゃいますか。
のために働いている人がいることを知 り, 6 受けもちの先生はどんなことをして下さいますか。










(4)いろいろな人が,い ろいろな場所で働 16 お百姓さんは何をする人ですか。
いて,人 々のために物をつ くっているこ 17 あなたはお百姓さんをどう思いますか。
とに気 づ く。 18 洋服屋さんは何をする人ですか。
19 大工さんは何をする人ですか。
(5)身近な世の中のできごとに興味や関心 20 交通事故についてどう思いますか。
を もつ 。 21 火事についてどう思いますか。






(7)幼稚園内外の行事において国旗に親 し 28 日本の国の旗はどんな旗ですか。
む 。 29 どんな時に使いますか。
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(3)調査結果 と考察
。設問① の場合(表 一1)
お母 さんの仕事 については,食 事,洗 濯,
掃除,園 へ の送迎等の 「いろいろな世話 を し
て くれ る」が30°o,遊び,本 を読 む,折 り紙
を して くれる等 の 「遊んで くれ る」 が16°oと
幼 児の身 の回 りの世話 と遊 びが半数近 くを 占
めてい る。その一方,「何 も して くれ ない」
が9°o,厂わか らな い」4)が28°oもい るこ とは














。設 問② の場合(表 一2)
お かあ さんに何 を してあげ るか とい うことについて
は,厂お手 伝 い」が71%の高い割合 を占めてい る。 そ
の内容 は,お 使 い,皿 洗い,皿 拭 き,布 団敷 き,風 呂
洗 い,風 呂沸 し,靴 並べ,靴 洗い,掃 除,ア イロンか












お とうさんの幼 児への働 きかけについて は,
「遊 んで くれ る」(34°o),「何か買 って くれ
る」(15%),「どこか に連れて くれ る」(13°o)
が上位 を占めている。次いで多いのが,「 だ
っ こ,お んぶ,肩 ぐるま等」所謂父親 ら しい
幼 児へ の接 し方 をあげた もの も5°oある。
母親 の場合 と比較 して特徴 的な ことは 「わ
か らない」 の回答が少 ない ことであ る。 また
回答 の種類 も,非 日常的 なことが 多 く,幼 児
に とってはそのことが印象を よ り強烈 な もの
と し,母 親 に対 して よ りも回答 を多様 に し,



















































としての父親像が浮び上 り,設問③の結果 と合わせて考えてみると,お金を使う消費者 として
の父親の姿も描 き出され,父親のイメージに対する指導のあり方が検討されるべきであろう。
・設 問⑤の場合(表 一5)
園長 の仕事 の内容 については,当 園の場合 は大学
教授 と兼任で常時園 に在籍 されてい ない とい うこと
か ら55°oの者が 「わか らない」 と回答 してい るのは
妥当で あろ う。 しか し,行 事 の折 の印 象 か らか,
「ホールでのお話」(13°o),「お まい り」(12%)が
得 られ た回答 の中では高 い割合 を示 し,「園の仕事 」
(7°o),「勉強」(3°o),「職員室で何か してい る」


















4分の1が 「遊んで くれる」と回答 している。
その他,担 任の様々な指導や配慮をあげた
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お まわ りさんの仕事 の内容 については,実 に
76°oの者が 「悪い人を捕 まえ る」 と答 えている。
その他 「交通安 全 の指 導」(6°o)や 「ス ピー
ド違反の取 り締 り」(4%)の 回答 もあ るが,
殆 どの幼児 は警官 イコール逮捕 のイメー ジを持
ってい るといえ ようQ
「わか らない」は12°oと少 なか った。
設問⑧(表 一8)













お まわ りさんにつ いて どう思 うか について は,
「偉 い」(9°o),「賢 い」(8°o),「か っこいい」
(7%),「や さ しい」(7°o)等 と好意的 なイメ
ー ジが上位 を占めてお り,「こわ い 」 とい うイメ
ー ジは5%の みである。
「わか らない」 は45°oの高 い割合 を示 してい る
が,「 警 官 を どう思 うか」 とい うこ とに 対 して
厂わか らない」 と回答 した者 と,設 問 自体が 「わ


















郵 便屋 さん につ いては,「郵 便 を配達す る」 が79°oを占
めてい る。 しか し,少 数 ではあるが 「新 聞 を配 達 す る」
(3°o)や 厂牛乳 を配達す る」(2°o)等十 分 に そ の仕事
を理解 してい ない回答 もある。















郵 便屋 さん につい ては 「いい人」11%,
「偉 い」9°o,「賢 い」7°o,「や さ しい」
6°oと好意的 なイメー ジを もってい る。
しか し,警官の場合 と同様 「わか らない」
との回答が49°oと約半数 を占めてい るこ
とは留意 しなけれ ばな らない。
設問⑪(表 一1工)





















幼児 の憧れの場所 と考 えられ る遊園地についての設
問で は,「遊 ぶ と ころ」 と回答 した者が78°o,次いで
「乗 り物 に乗 る ところ」が12°oと合わせて90°oの幼 児
が回答 している ことか ら判断 して,幼 児に非常に興味
や関心 を持たれ ている場所で あるといえ よ う。


























バス(電 車,汽車)に 乗 るところ














ただ,「わか らない」 は15%と遊 園地に比べてやや多 くな ってい る。
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・設問⑭の場合(表 一14)
これ も代表的な公共施設 である病 院 につ いての
設 問であ るが,「病気を治す ところ」が42%,厂ケ
ガを治す ところ」が37°o,厂入 院 す るところ」 が
13°oと合計92°oの高い割合 で病院の役割 を正 しく
理解 してい る。

































14°oと約3割 の者が正 しい回答をしている。 しか し,
「おがむ人」が5%,ま た 「その他」の中にも 「大










あ り,必ず しも周辺の自然,社 会環境が認識に迄高められているとはいえず,園 での取 り上げ
方如何に左右されると思われる。
・設 問⑰の場合(表 一17)
お百姓 さんについては,「わか ら な い」 が52°o,厂そ の
他 」の回答 の中に も 「お百姓 」 とい う言葉 を理解 していな
いよ うな回答 が多い。
回答 の中には,「 偉い」14%,「賢い」8%,「 い い人 」
6°o,「あ りが とうと思 う」3%等,日 頃 の労 働の姿 に感謝















洋服屋 さん の仕事 につ いては,「洋 服 を売 る 人」
52°o,「洋 服 を作 る人」17°oと合 わせ て69%の者が
正 しい把握 を してい る。 しか し,「洋 服 を きれ いに
洗 う」(15°o),厂アイ ロンをかける」(2°o)が示す












大工 さんの仕事 につ いては,「家 を造 る人」61°o,「家を
直す人」15°oと合わせ て76°oの者が正 しい把握 を している。
「大工 さん」 とい う言 葉 を知 らな い者 もい て 「わか ら
ない」 の20%は他 の身近 な人 々に比べてやや高い割合 であ
る。
設問⑲(表 一19)










。設 問⑳ の場合(表 一20)
社会 ので きごとの中で もよ く耳 に し,
幼児 に とって一番身近 と思 われ る交通事
故 につ いては,「危 い」(27%),厂かなん」
(12°o),「あか ん」(7°o),厂こわ い」
(4°o),「悪 い」(4%)と その危険性 を
指摘 している者が多 いが,「わか らない」
が33°oもいる とい うことは,交 通安 全教
設問⑳(表 一20)






















火事 につ いては,「こわ い」23%,厂危
い」ユ1%で約3分 の1を 占 め てお り,
「その他」の回答 も殆 ど否定的 な回答で
あった。 ただ,「その他」の回答の中に,
「偉い」や 「いい」が あ り,そ して,「 わ
か らない」が23°oを占めてい る点か らも
今後の指導 に注意 しなければな らない。
設問⑳(表 一21)
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・設 問⑫の場合(表 一22)
運動会 については,運 動会前 の9月 に調査 を実施 した こ と
もあ り,「走 る」29%,「お も しろい」15°o,「楽 しい」13%,
「頑張 る」5°o,「い い 」5°oと期待 と希望 を胸 に運動会 を
待 ち望 んでいる様子 が伺 え る。
ただ,少 数意見 と しての 「しん どい」,「恥 しい」,「何 とも
思 わない」等 については改めて運動会 とい う行事 を迎 える心
構 えを指導す る必要があ ると思われ る。運 動会 の約2週 間前
の調 査に拘 らず25°oの者が 「わか らない」 と してい るの も指













運 動会 の目的につ いて は,「走 るため」18%,「身
体 を鍜 え るため」16°oと3分の1が 的確 に回答 して
い るが,42°oの者が 「わか らない」 とい うこ とで,














「お もしろい」7%と 自分が誕生 日を迎 える喜 びを素
直に表わ してい る者 が多いが,中 に 「お誕生 の人 にお
め でとうをい う(めでたい)」7%,「 皆でお祝 いをす
る」4%と 友達が誕生 日を迎 える喜 びを表わ してい る
者が い ることは注 目に値 しよう。





























・設 問⑳ の場合(表 一25)
誕生会 の目的 について は 「年が増え る」17%,「誕 生
日を祝 う」12°o,「誕 生 日が来たか ら」9°oとい う回答
が約4割 を占めて いる。 しか し,誕 生会の 目的を把握 し
ていない 「わか らない」者が41°oもい る。
















子 が伺 え る。「楽 しい」25°o,厂お も
しろい」16°o,厂嬉 しい 」12°oを始
め,様 々な形容 詞が登場 している。
また,「その他 」の回答10°oが示すよ
うに各 自様 々な印象 を持 ち,捉 え方
設問⑳(表 一26)


























している ことは注 目 しなければならない。
















以外の者 は,日 の丸の旗について一応概念 的には理解
してい るようで あ る。 どの回答 に も必ず 「赤」 「白」














「運動会」8%,「 人 を集め る時(遠 足)」5%,「戦争」
4%等 がやや多い回答であ るが,一 般的に国旗 の使途 につ



























C先 生,山 の下の家 こわいなあ。○○ちゃんの家な真下にあるしこわいなあ。
Tど うしてこんなに水が増えたの。
C毎 日毎 日雨が降るか らや





反省 大部分の園児が このニュースを知っていて次々と活発な発言を した。身近な問題 と








Cお 家の人 とどっか行 くさかい休みや。
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Cあ のなあ,旗 出す 日やから休みなんや。
Tそ う,それでお休みなの。
なぜ,旗 を出すのか しら。





C僕 知 らなか った(22名)。
Tみ んなのお父 さんやお母さん毎 日遊んでおられますか。
Cあ そんでない。
Cお 仕事 してる。
C僕 が幼稚園 くる時,洗濯 していた。
C僕 のお母さん,赤 ちゃんの世話ばっか り。
Tお 世話 ってどんなことしておられるのですか。
Cあ のなあ,お っぱいのませた り,お しめかえた り。
Tそ う,たいへんね。
Cお 母 さんおつかいにも行 ってたわ。夕ごはんの仕度もしてなあ,お掃除 もして,お風
呂も沸かすのや。
私らかなんわ。女に生まれたらお母 さんにならんならん し,忙 しい忙 しいなるもん。
Tあ ら,お仕事するの嫌い?
























Tい ろいろなお仕事を して下さる人達に心からあ りがとうと言う日です。ありが とうと
言えますか。
Cい える,いえる(口々に言 う)。
反省 祝日というのは幼児にとって割合興味の薄いもので,知 らない場合が多い。話 し合



























反省 集中豪雨,山 津波等のことで最近テレビや新聞に大きく取 りあげられ,身近な社会
のできごととして幼児に関心があって避難訓練を取 りあげる上で非常に効果的であったよう
である。













会に素晴 しく飛躍する幼児があ り,行事に集団のひとりとして喜んで参加す るように しなけれ
ばならないことはいうまでもない。ただ し,幼児にとってあまり興味のない渉外的な行事や,
教育的なねらいの漠然 としている行事や,今迄の慣習のみで実施 している行事等は,幼 児に無
理な行動を強いることになりかねないので,幼 児に得 るものがないものや,楽 しくな く幼児を
そこねるようなものは思い切って排除すべきである。
㈲ 父親や祖父母については,何 もしないで新聞を見ているとか,遊 んでばか りいるとかい
った幼児の目の前の状態のみで理解 している場合があるので留意すべきである。
本来の大切な役割に対 して幼児な りに理解 させ親愛と尊敬の念を養ってい くようにしなけれ
ばならない。
(4)保育者は,自 由遊びの時に幼児の中に入る機会が少ないのか,ま た指導性が強す ぎるの
かの反省が必要である。
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気づかせ,幼稚園は楽 しいところ,い いところ,嬉 しいところ等の親愛の情を持つように仕向
けることが大切である。
㈲ 幼児は生産の場所を見る機会が少な く,大部分の者はその物を売っている者が,そ の物
を作 っていると思 っていることがあ り,指導の際注意す る必要がある。
幼児の住む土地で生産 されているものでなおかつ幼児の日常に関係が深 く,興味や関心のあ
ると思われることに限 り,経験させた りより深 く認識 させてや りたいものである。また生産面






係の深いと思われる人々についてよ り深 く認識させてや りたいものである。














以上の点について も今後研究を鑽ね,社会事象認識の指導方法を追究 して行きた く思 う。
注





3)設 問 項 目に つ い て は,両 丹 幼 稚 園 協 議 会(丹 後 支 部 研 究 会)実 施 の調 査 を参 考 に した。
4)「 わか らな い」 に つ い て は,「わ か らな い 」 と回 答 した 者 と,回 答 が 何 も無 か った者 とを含 む。
5)拙 稿,r幼 児 の 豊 か な 人 間 性 の 開発 を め ざす 指 導 計 画作 成 につ い て の 一 考 察 』(r佛 教 大 学 大 学 院研
究 紀 要 』 第9号)1981年,61～62ペ ー ジ。
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